
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
　に
貢
献
す
る

自
然
と
の
共
生
を
軸
と
し
た

新
規
事
業
へ
の
挑
戦

　

清
水
建
設
が
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
す
る
端
緒
は
、

二
〇
〇
六
年
に
「
排
出
権
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
部
」
を
新
設

し
た
頃
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
の
様
々
な
影
響

を
受
け
る
第
一
次
産
業
の
様
々
な
課
題
解
決
の
た
め
に
、
当

社
の
環
境
管
理
技
術
な
ど
を
生
か
し
た
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
が
有

効
と
考
え
、
二
〇
一
四
年
に
北
海
道
に
お
け
る
イ
チ
ゴ
の
生

産
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
二
〇
一
九
年
に
は
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て
、
非
建

設
事
業
の
収
益
基
盤
確
立
や
E
S
G
経
営
の
推
進
に
よ
り
、

企
業
価
値
向
上
や
S
D
G
s
の
達
成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
基

本
方
針
の
一
つ
と
し
ま
し
た
。
新
規
事
業
分
野
で
地
域
・
社

会
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
、
持
続
的
成
長
を
続
け
て
い
く
た

め
に
「
自
然
共
生
事
業
部
」
を
創
設
し
、
農
林
水
産
業
等
の

関
連
事
業
を
軸
に
環
境
配
慮
や
地
域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
を

含
む
E
S
G
経
営
の
実
践
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
課
題
の
解
決
」と「
地
域
と
の
連
携
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
事
業

　

国
内
で
は
、
民
間
企
業
に
よ
る
大
型
投
資
・
大
規
模
栽
培

施
設
で
の
雇
用
型
営
農
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
生
産
農
家
数

や
作
付
面
積
の
減
少
な
ど
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
が
増
え
て
い
ま
す
。
企
業
が
農
業
に
新
規
参
入

す
る
ケ
ー
ス
で
は
、
地
元
の
生
産
者
や
J
A
と
は
関
わ
り
を

持
た
ず
、
独
自
の
方
法
で
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
の
も
特
徴
で
あ
り
、
当
社
が
参
画
す
る
イ
チ
ゴ
生
産
事

業
も
そ
の
一
端
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
で
高
齢
化
に
よ
る
人
材
不
足
等
に
伴
い
、
大
規
模
化

す
る
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
地
域
固
有
の
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。「
地

域
課
題
の
解
決
」

と
「
地
域
と
の

連
携
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、
地
域
と
連
携

し
な
が
ら
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
消
す

る
こ
と
で
、
永
続

的
に
農
業
を
行
う

こ
と
が
出
来
る

仕
組
み
づ
く
り
を

構
築
し
て
き
ま
し

た
。
当
社
が
建

設
業
で
培
っ
た
人

材
管
理
や
効
率
化

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
、
農
業
関
係
者
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
応
え
る
地
域

連
携
型
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
を
目
的
と
し
て
、

二
〇
一
九
年
十
一
月
に
清
水
建
設
㈱
と
農
林
中
央
金
庫
が
合

弁
で
シ
ミ
ズ
・
ア
グ
リ
プ
ラ
ス
㈱
を
設
立
し
ま
し
た
。

高
知
県
が
直
面
す
る

産
地
維
持
と
い
う
課
題

　

当
社
は
、
二
〇
一
六
年
頃
よ
り
農
林
中
央
金
庫
と
共
同
で
、

全
国
の
農
業
に
お
け
る
地
域
課
題
を
抽
出
し
、
農
産
物
生
産

地
と
し
て
特
に
高
い
ブ
ラ
ン
ド
力
を
誇
る
高
知
県
を
題
材
に

事
業
の
調
査
・
ス
タ
デ
ィ
を
開
始
し
ま
し
た
。

vol.6
　
社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
、S
D
G
s
の
潮
流
の
中
で
、建
設
業
界
で
は「
新
4
K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
図
る
。

ニ
ラ
の
出
荷
調
整
を
担
う「
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
」

　
〜
日
本
一
の
ニ
ラ
産
地
の
維
持
・
発
展
〜

清
水
建
設
株
式
会
社
　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
発
室
　
自
然
共
生
事
業
部
　
神
成
　
篤
司

シミズ・アグリプラス所在地

香南市

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
　に
貢
献
す
る

　

高
知
県
は
ユ
ズ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
ニ
ラ
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、
シ
シ

ト
ウ
な
ど
が
生
産
量
日
本
一
の
農
業
県
で
あ
り
、
県
を
挙
げ

て
オ
ラ
ン
ダ
と
交
流
を
通
じ
た
先
端
農
業
技
術
活
用
等
の
試

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
他
県
同
様
に
担
い
手
の
減
少

と
高
齢
化
が
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
省
力
化
技
術
の
導
入
だ

け
で
は
労
働
力
不
足
を
補
う
こ
と
が
困
難
で
し
た
。
例
え
ば
、

高
知
県
の
ニ
ラ
の
生
産
量
は
、
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
二
〇

年
の
一
〇
年
間
で
一
四
・
四
%
減
少
、
作
付
面
積
は
八
・
九
%

減
少
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
、
深
刻
な
地
域
課
題
が
顕
著
に

表
れ
て
い
ま
す
（
出
典
：
農
林

水
産
省　

野
菜
生
産
出
荷
統

計
）。

　

ニ
ラ
の
生
産
に
お
い
て
は
、

収
穫
し
た
ニ
ラ
の
古
い
葉
や
枯

れ
た
葉
な
ど
を
除
去
（
そ
ぐ
り

作
業
）
し
、
計
量
し
て
結
束
す

る
ま
で
の
出
荷
調
整
作
業
が
、

農
家
の
作
業
の
六
〜
七
割
を
占

め
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
作
業
を
内
職
で
請
け
負
う

方
（
そ
ぐ
り
手
）
が
高
齢
化
に

よ
り
減
少
し
た
こ
と
で
、
産
地

維
持
や
規
模
拡
大
が
で
き
な
い

と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
高
知
県
に
よ
る
調
査
で
は
、

〝
そ
ぐ
り
〞
の
労
働
力
不
足
や

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
を
背
景

に
、
近
い
将
来
、
ニ
ラ
農
家
の

戸
数
が
約
半
数
に
、
出
荷
量
は
三
分
の
二
程
度
に
減
少
す
る

と
い
う
深
刻
な
試
算
値
も
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
て
、
今
後
の
地
域
課
題
解
決
に

は
、
行
政
と
の
連
携
が
不
可
欠
と
判
断
し
、
二
〇
一
七
年
七

月
に
今
後
の
幅
広
い
展
開
に
向
け
て
、
高
知
県
、
農
林
中
金
、

清
水
建
設
の
三
者
間
で
連
携
協
定
を
締
結
し
、
ニ
ラ
の
出
荷

調
整
に
関
す
る
詳
細
な
調
査
・
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
八
年
七
月
か
ら
は
、
清
水
建
設
と
高
知
県
内
の

J
A
が
中
心
と
な
り
、
南
国
市
の
J
A
出
荷
施
設
内
に
お
い

て
一
年
間
に
渡
っ
て
ニ
ラ
の
出
荷
調
整
作
業
に
関
す
る
実
証

試
験
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
事
業
化
の
目
途
が
付
い
た
こ

と
か
ら
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

ニ
ラ
生
産
を
取
り
巻
く
環
境
と

地
元
と
の
信
頼
醸
成

　

会
社
設
立
に
あ
た
り
、
地
元
か
ら
は
大
手
建
設
会
社
に

よ
る
農
業
参
入
に
戸
惑
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

J
A
を
通
じ
た
ニ
ラ
生
産
部
会
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
会
で
、

『
産
地
維
持
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
』
と
い
う
当
社
の
趣

旨
を
丁
寧
に
伝
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
綿
密
な
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
通
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
作
業
工
程
に
お
け
る
欠
点
や
無

駄
を
洗
い
出
し
な
が
ら
、〝
そ
ぐ
り
〞
作
業
を
機
械
化
・
シ

ス
テ
ム
化
し
た
「
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
」
を
高
知
県
香
南
市
に

開
設
し
ま
し
た
。
次
第
に
品
質
（
等
級
）
や
歩
留
が
改
善
さ

れ
て
き
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
ぶ

農
家
さ
ん
が
増
え
始
め
ま
し
た
。
農
家
さ
ん
と
の
交
流
が
生

ま
れ
た
こ
と
で
、
互
い
の
信
頼
の
醸
成
に
つ
な
が
り
、
初
年

度
に
一
三
〇
ト
ン
／
年
だ
っ
た
処
理
量
が
、
四
年
目
に
は

二
九
〇
ト
ン
／
年
に
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。
将
来
的
な
地
域

の
ニ
ラ
生
産
の
集
約
化
や
生
産
拡
大
に
向
け
て
、
効
率
的
な

〝
そ
ぐ
り
〞
や
採
算
性
な
ど
を
具
体
的
に
「
見
え
る
化
」
し
、

農
家
が
自
ら
考
え
る
環
境
を
整
備
し
た
そ
の
意
義
は
大
き
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

シ
ミ
ズ
・
ア
グ
リ
プ
ラ
ス
㈱

そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
の
概
要
と
実
績
・
評
価

⑴
会
社
概
要

　

そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
は
、
高
知
県
香
南
市
野
市
町
の
J
A
集

ニラの出荷調整作業（そぐり）

そぐり前

農家の作業範囲

栽　培 収　穫 包　装 出　荷そぐり＋計量+結束

そぐり後

令和4年度ニラの単収と出荷率（出典：農林水産省、令和４年度野菜生産出荷統計）

令和4年度ニラ 作付面積 10a当り収穫量 収穫量 出荷量（出荷率）

全　国 1,890ha（100） 2,870kg(100) 54,300t(100) 49,800t（91%）

高知県 250ha（ 13） 5,720kg(198) 14,300t( 25) 13,800t(97%)

※収穫量：収穫したもののうち、生食用、加工用として流通する基準を満たすものの重量。
※出荷量：収穫量から生産者の自家消費、生産物を贈与した量、収穫後の減耗等を差し引いた重量。
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食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
　に
貢
献
す
る

自
然
と
の
共
生
を
軸
と
し
た

新
規
事
業
へ
の
挑
戦

　

清
水
建
設
が
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
す
る
端
緒
は
、

二
〇
〇
六
年
に
「
排
出
権
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
部
」
を
新
設

し
た
頃
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
の
様
々
な
影
響

を
受
け
る
第
一
次
産
業
の
様
々
な
課
題
解
決
の
た
め
に
、
当

社
の
環
境
管
理
技
術
な
ど
を
生
か
し
た
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
が
有

効
と
考
え
、
二
〇
一
四
年
に
北
海
道
に
お
け
る
イ
チ
ゴ
の
生

産
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
二
〇
一
九
年
に
は
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て
、
非
建

設
事
業
の
収
益
基
盤
確
立
や
E
S
G
経
営
の
推
進
に
よ
り
、

企
業
価
値
向
上
や
S
D
G
s
の
達
成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
基

本
方
針
の
一
つ
と
し
ま
し
た
。
新
規
事
業
分
野
で
地
域
・
社

会
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
、
持
続
的
成
長
を
続
け
て
い
く
た

め
に
「
自
然
共
生
事
業
部
」
を
創
設
し
、
農
林
水
産
業
等
の

関
連
事
業
を
軸
に
環
境
配
慮
や
地
域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
を

含
む
E
S
G
経
営
の
実
践
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
課
題
の
解
決
」と「
地
域
と
の
連
携
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
事
業

　

国
内
で
は
、
民
間
企
業
に
よ
る
大
型
投
資
・
大
規
模
栽
培

施
設
で
の
雇
用
型
営
農
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
生
産
農
家
数

や
作
付
面
積
の
減
少
な
ど
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
が
増
え
て
い
ま
す
。
企
業
が
農
業
に
新
規
参
入

す
る
ケ
ー
ス
で
は
、
地
元
の
生
産
者
や
J
A
と
は
関
わ
り
を

持
た
ず
、
独
自
の
方
法
で
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
の
も
特
徴
で
あ
り
、
当
社
が
参
画
す
る
イ
チ
ゴ
生
産
事

業
も
そ
の
一
端
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
で
高
齢
化
に
よ
る
人
材
不
足
等
に
伴
い
、
大
規
模
化

す
る
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
地
域
固
有
の
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。「
地

域
課
題
の
解
決
」

と
「
地
域
と
の

連
携
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、
地
域
と
連
携

し
な
が
ら
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
消
す

る
こ
と
で
、
永
続

的
に
農
業
を
行
う

こ
と
が
出
来
る

仕
組
み
づ
く
り
を

構
築
し
て
き
ま
し

た
。
当
社
が
建

設
業
で
培
っ
た
人

材
管
理
や
効
率
化

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
、
農
業
関
係
者
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
応
え
る
地
域

連
携
型
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
を
目
的
と
し
て
、

二
〇
一
九
年
十
一
月
に
清
水
建
設
㈱
と
農
林
中
央
金
庫
が
合

弁
で
シ
ミ
ズ
・
ア
グ
リ
プ
ラ
ス
㈱
を
設
立
し
ま
し
た
。

高
知
県
が
直
面
す
る

産
地
維
持
と
い
う
課
題

　

当
社
は
、
二
〇
一
六
年
頃
よ
り
農
林
中
央
金
庫
と
共
同
で
、

全
国
の
農
業
に
お
け
る
地
域
課
題
を
抽
出
し
、
農
産
物
生
産

地
と
し
て
特
に
高
い
ブ
ラ
ン
ド
力
を
誇
る
高
知
県
を
題
材
に

事
業
の
調
査
・
ス
タ
デ
ィ
を
開
始
し
ま
し
た
。

vol.6
　
社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
、S
D
G
s
の
潮
流
の
中
で
、建
設
業
界
で
は「
新
4
K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
図
る
。

ニ
ラ
の
出
荷
調
整
を
担
う「
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
」

　
〜
日
本
一
の
ニ
ラ
産
地
の
維
持
・
発
展
〜

清
水
建
設
株
式
会
社
　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
発
室
　
自
然
共
生
事
業
部
　
神
成
　
篤
司

シミズ・アグリプラス所在地

香南市

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
　に
貢
献
す
る

　

高
知
県
は
ユ
ズ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
ニ
ラ
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、
シ
シ

ト
ウ
な
ど
が
生
産
量
日
本
一
の
農
業
県
で
あ
り
、
県
を
挙
げ

て
オ
ラ
ン
ダ
と
交
流
を
通
じ
た
先
端
農
業
技
術
活
用
等
の
試

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
他
県
同
様
に
担
い
手
の
減
少

と
高
齢
化
が
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
省
力
化
技
術
の
導
入
だ

け
で
は
労
働
力
不
足
を
補
う
こ
と
が
困
難
で
し
た
。
例
え
ば
、

高
知
県
の
ニ
ラ
の
生
産
量
は
、
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
二
〇

年
の
一
〇
年
間
で
一
四
・
四
%
減
少
、
作
付
面
積
は
八
・
九
%

減
少
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
、
深
刻
な
地
域
課
題
が
顕
著
に

表
れ
て
い
ま
す
（
出
典
：
農
林

水
産
省　

野
菜
生
産
出
荷
統

計
）。

　

ニ
ラ
の
生
産
に
お
い
て
は
、

収
穫
し
た
ニ
ラ
の
古
い
葉
や
枯

れ
た
葉
な
ど
を
除
去
（
そ
ぐ
り

作
業
）
し
、
計
量
し
て
結
束
す

る
ま
で
の
出
荷
調
整
作
業
が
、

農
家
の
作
業
の
六
〜
七
割
を
占

め
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
作
業
を
内
職
で
請
け
負
う

方
（
そ
ぐ
り
手
）
が
高
齢
化
に

よ
り
減
少
し
た
こ
と
で
、
産
地

維
持
や
規
模
拡
大
が
で
き
な
い

と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
高
知
県
に
よ
る
調
査
で
は
、

〝
そ
ぐ
り
〞
の
労
働
力
不
足
や

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
を
背
景

に
、
近
い
将
来
、
ニ
ラ
農
家
の

戸
数
が
約
半
数
に
、
出
荷
量
は
三
分
の
二
程
度
に
減
少
す
る

と
い
う
深
刻
な
試
算
値
も
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
て
、
今
後
の
地
域
課
題
解
決
に

は
、
行
政
と
の
連
携
が
不
可
欠
と
判
断
し
、
二
〇
一
七
年
七

月
に
今
後
の
幅
広
い
展
開
に
向
け
て
、
高
知
県
、
農
林
中
金
、

清
水
建
設
の
三
者
間
で
連
携
協
定
を
締
結
し
、
ニ
ラ
の
出
荷

調
整
に
関
す
る
詳
細
な
調
査
・
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
八
年
七
月
か
ら
は
、
清
水
建
設
と
高
知
県
内
の

J
A
が
中
心
と
な
り
、
南
国
市
の
J
A
出
荷
施
設
内
に
お
い

て
一
年
間
に
渡
っ
て
ニ
ラ
の
出
荷
調
整
作
業
に
関
す
る
実
証

試
験
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
事
業
化
の
目
途
が
付
い
た
こ

と
か
ら
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

ニ
ラ
生
産
を
取
り
巻
く
環
境
と

地
元
と
の
信
頼
醸
成

　

会
社
設
立
に
あ
た
り
、
地
元
か
ら
は
大
手
建
設
会
社
に

よ
る
農
業
参
入
に
戸
惑
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

J
A
を
通
じ
た
ニ
ラ
生
産
部
会
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
会
で
、

『
産
地
維
持
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
』
と
い
う
当
社
の
趣

旨
を
丁
寧
に
伝
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
綿
密
な
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
通
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
作
業
工
程
に
お
け
る
欠
点
や
無

駄
を
洗
い
出
し
な
が
ら
、〝
そ
ぐ
り
〞
作
業
を
機
械
化
・
シ

ス
テ
ム
化
し
た
「
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
」
を
高
知
県
香
南
市
に

開
設
し
ま
し
た
。
次
第
に
品
質
（
等
級
）
や
歩
留
が
改
善
さ

れ
て
き
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
ぶ

農
家
さ
ん
が
増
え
始
め
ま
し
た
。
農
家
さ
ん
と
の
交
流
が
生

ま
れ
た
こ
と
で
、
互
い
の
信
頼
の
醸
成
に
つ
な
が
り
、
初
年

度
に
一
三
〇
ト
ン
／
年
だ
っ
た
処
理
量
が
、
四
年
目
に
は

二
九
〇
ト
ン
／
年
に
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。
将
来
的
な
地
域

の
ニ
ラ
生
産
の
集
約
化
や
生
産
拡
大
に
向
け
て
、
効
率
的
な

〝
そ
ぐ
り
〞
や
採
算
性
な
ど
を
具
体
的
に
「
見
え
る
化
」
し
、

農
家
が
自
ら
考
え
る
環
境
を
整
備
し
た
そ
の
意
義
は
大
き
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

シ
ミ
ズ
・
ア
グ
リ
プ
ラ
ス
㈱

そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
の
概
要
と
実
績
・
評
価

⑴
会
社
概
要

　

そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
は
、
高
知
県
香
南
市
野
市
町
の
J
A
集

ニラの出荷調整作業（そぐり）

そぐり前

農家の作業範囲

栽　培 収　穫 包　装 出　荷そぐり＋計量+結束

そぐり後

令和4年度ニラの単収と出荷率（出典：農林水産省、令和４年度野菜生産出荷統計）

令和4年度ニラ 作付面積 10a当り収穫量 収穫量 出荷量（出荷率）

全　国 1,890ha（100） 2,870kg(100) 54,300t(100) 49,800t（91%）

高知県 250ha（ 13） 5,720kg(198) 14,300t( 25) 13,800t(97%)

※収穫量：収穫したもののうち、生食用、加工用として流通する基準を満たすものの重量。
※出荷量：収穫量から生産者の自家消費、生産物を贈与した量、収穫後の減耗等を差し引いた重量。
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出
荷
場
内
に
あ
り
ま
す
。
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
香
南
市

野
市
地
区
と
隣
接
す
る
香
美
市
土
佐
山
田
地
区
が
県
の
主
要

ニ
ラ
産
地
で
あ
り
、
県
内
の
約
六
〇
%
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

現
在
一
六
〇
軒
超
の
農
家
が
J
A
を
通
し
て
出
荷
し
て
お
り
、

う
ち
四
割
の
農
家
に
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
で
は
、
周
年
で
作
業
受
託

を
行
っ
て
お
り
、
常
時
十
数
名
の
従
業
員
に
活
躍
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

⑵
設
備
概
要

　

ニ
ラ
の
出
荷
調
整
処
理
ラ
イ
ン
は
、
主
に
①
そ
ぐ
り
機
、

②
計
量
装
置
、
③
結
束
機
か
ら
成
っ
て
お
り
、
現
在
四
ラ
イ

ン
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
そ
ぐ
り
機
と
は
、
水
と
風
圧
で
ニ

ラ
の
外
側
に
あ
る
古
い
葉
や
枯
れ
た
葉
な
ど
を
除
去
す
る
機

械
で
す
。
そ
ぐ
り
機
で
不
要
葉
を
除
去
し
、
一
〇
〇
g
／
束

に
計
量
し
た
後
、
結
束
機
で
農
家
名
が
印
字
さ
れ
た
テ
ー
プ

で
結
束
し
て
お
り
、
ニ
ラ
の
状
態
に
合
わ
せ
て
三
〜
四
人
／

ラ
イ
ン
で
作
業
を
行
い
ま
す
。

⑶
処
理
作
業
概
要

　

高
知
県
は
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
た
ニ
ラ
の
周
年
栽
培
が

可
能
で
す
が
、
特
に
三
月
〜
六
月
は
生
産
量
が
多
く
、
最
盛

期
で
は
日
量
一
・
五
〜
一
・
七
ト
ン
程
度
の
処
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
民
間
企
業
が
J
A
と
協
力
し
て
ニ
ラ
専
門
の
出
荷
調

整
施
設
を
設
置
し
た
の
は
全
国
初
で
あ
り
、
企
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
た
作
業
効
率
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
季
節
毎
、

農
家
毎
に
ニ
ラ
の
品
質
や
状
態
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
か
ら
、

機
械
の
設
定
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
制
を
都
度
変
更
し
、
最

適
な
効
率
化
や
品
質
の
平
準
化
が
出
来
る
よ
う
に
詳
細
な

デ
ー
タ
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑷
人
材
不
足
の
解
消
・
作
業
負
担
の
軽
減

　

そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
り
、
農
家
の
そ
ぐ
り
作
業

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
空
き
時
間
を
活
用
し
た
き
め
細
や
か

な
栽
培
管
理
の
実
施
や
作
付
面
積
の
拡
大
に
時
間
・
労
力
を

割
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
は
、
農
家

が
収
穫
し
た
ニ
ラ
を
持
ち
込
む
だ
け
で
、
そ
の
後
の
J
A
出

荷
ま
で
の
作
業
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

⑸
農
家
の
所
得
向
上

　

本
事
業
を
J
A
と
協
働
で
進
め
る
こ
と
で
、
ニ
ラ
の
品
質

管
理
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
々
品
質
が
変

化
す
る
中
、
作
業
方
法
を
J
A
と
協
議
し
な
が
ら
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
決
定
す
る
こ
と
で
、
ニ
ラ
の
等
級
が
一
階
級
、
歩
留

が
一
〇
％
程
度
向
上
し
、
農
家
の
所
得
向
上
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。そ

ぐ
り
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ
る

地
域
・
現
場
の
変
化

⑴
出
荷
量
維
持
が
困
難
な
農
家
の
出
荷
調
整
作
業
を
代
行

　

そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
ぐ
り
手
の
離
職
等
で
出
荷
量

維
持
が
困
難
な
農
家
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
出
荷
調

整
作
業
を
代
行
し
て
い
ま
す
が
、
対
象
外
と
し
て
い
た
遠
隔

地
か
ら
の
委
託
希
望
も
増
加
し
て
お
り
、
随
時
受
託
エ
リ
ア

や
処
理
量
を
拡
大
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
個
人
出
荷
が
困
難
な
中

山
間
地
域
で
は
、
J
A
協
力
の
も
と
で
定
温
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
野
菜
輸
送
便
の
運
航
を
開
始
し
て
お
り
、
県
が
課
題
と
し

て
挙
げ
る
中
山
間
地
域
に
お
け
る
営
農
の
一
助
と
な
っ
て
い

ま
す
。

⑵
刈
り
捨
て
て
い
た
ニ
ラ
の
商
品
化

　

こ
れ
ま
で
人
手
不
足
に
よ
り
出
荷
で
き
ず
に
刈
り
捨
て
て

い
た
（
出
荷
で
き
な
か
っ
た
）
ニ
ラ
を
、
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー

で
処
理
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
そ
ぐ
り
セ
ン

タ
ー
だ
け
で
約
六
〇
ト
ン
／
年
の
ニ
ラ
を
商
品
化
し
て
流
通

し
ま
し
た
（
二
〇
二
二
年
度
実
績
、
受
託
量
の
約
三
〇
%
）。

こ
れ
に
よ
り
農
家
の
所
得
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

⑶
地
域
雇
用
の
創
出

　

こ
れ
ま
で
に
正
社
員
・
パ
ー
ト
従
業
員
を
合
わ
せ
て
延
べ

三
五
人
の
雇
用
を
創
出
し
ま
し
た
（
令
和
六
年
三
月
末
時
）。

そぐり設備と作業の概要

市
の
福
祉
事
務
所
や
障
害
者
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連

携
し
、
農
福
連
携
を
視
野
に
入
れ
た
人
材
活
用
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
雇
用
経
験
を
活
か
し
、
地
域
と
連
携

し
た
雇
用
を
更
に
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

⑷
耕
作
面
積
を
拡
大
す
る
農
家
の
出
現

　

そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
利
用
に
よ
り
農
家
が
出
荷
調
整
作
業

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
耕
作
面
積
の
拡
大
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
農
家
も
出
て
き
ま
し
た
。
県
内
で
は
高
齢
に
よ
り
離
農
す

る
方
が
年
々
増
え
、
そ
の
農
地
を
借
り
受
け
て
規
模
拡
大
す

る
農
家
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
県
内
で
は
ニ
ラ
の
生

産
者
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、
生
産
量
は
横
ば
い
傾
向
に
あ

り
、
微
力
な
が
ら
地
域
の
生
産
量
維
持
の
一
助
と
な
っ
て
い

ま
す
。

⑸
新
規
就
農
者
・
転
作
農
家
が
ニ
ラ
栽
培
を
選
択
可
能
に
！

　

こ
れ
ま
で
県
内
外
か
ら
の
新
規
就
農
者
、
転
作
農
家
で
は

そ
ぐ
り
手
の
確
保
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
ニ
ラ
の
生
産
に
踏
み

出
せ
な
い
方
が
多
数
い
ま
し
た
。
当
該
地
域
で
は
ニ
ラ
が
高

収
益
作
物
で
あ
り
、
他
の
作
物
か
ら
の
品
目
転
換
を
希
望
す

る
農
家
が
多
く
、
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
て
か
ら
は
、

新
規
就
農
者
と
併
せ
て
数
件
の
農
家
が
ニ
ラ
生
産
に
参
入
し

て
い
ま
す
。

⑹
ニ
ラ
以
外
の
品
目
へ
の
新
た
な
展
開

　

地
域
で
は
ニ
ラ
以
外
の
作
物
で
も
労
働
力
不
足
に
悩
む

同
様
の
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
県
の
農
業
振
興

部
や
J
A
等
と
課
題

の
抽
出
を
行
い
な
が

ら
、
様
々
な
品
目
に

つ
い
て
地
域
と
の
新

た
な
協
業
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
膨

大
な
農
業
残
渣
の
処

理
も
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
高
知
県
内
で

も
農
業
残
渣
の
処
理

や
有
効
活
用
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
知
県
に
と
ど
ま
ら

ず
、
様
々
な
地
域
と

の
連
携
も
視
野
に
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

⑺
地
域
へ
の
教
育
・
広
報
活
動

　

地
域
を
代
表
す
る
ニ
ラ
生
産
は
、
小
学
校
の
社
会
科
学
習

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
は
地
域

の
J
A
と
共
同
で
小
学
生
の
社
会
科
見
学
対
応
を
行
っ
て
お

り
、
地
域
の
産
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
教
材
と
し
て
施
設

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
元
で
有
名
な
ユ
ー
チ
ュ
ー

バ
ー
が
出
演
す
る
農
業
番
組
や
全
国
ネ
ッ
ト
の
経
済
番
組
で

T
V
取
材
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
県
内
外
に
高
知

県
の
農
業
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に

〜
地
域
の
課
題
解
決
へ
最
初
の
一
歩
〜

　

当
社
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
ニ
ラ
の
出
荷
調
整
事
業
に

つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ミ
ズ
・
ア
グ
リ

プ
ラ
ス
㈱
が
高
知
県
で
事
業
を
開
始
し
て
以
降
、
県
内
の
各

種
団
体
や
農
家
さ
ん
か
ら
様
々
な
意
見
を
頂
戴
し
、
少
し
ず

つ
地
域
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
令
和
四
年

度
に
は
地
域
産
業
の
維
持
・
活
性
化
に
資
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、「
第
三
七
回
高
知
県
地
場
産
業
奨
励
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

ま
た
S
D
G
s
と
い
う
視
点
で
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
社
会
的
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
同
社
が
令
和
五

年
度
に
県
が
推
進
す
る
「
こ
う
ち
S
D
G
s
推
進
企
業
」
と

し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、

地
域
を
活
性
化
す
る
事
業
者
と
し
て
着
実
に
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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出
荷
場
内
に
あ
り
ま
す
。
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
香
南
市

野
市
地
区
と
隣
接
す
る
香
美
市
土
佐
山
田
地
区
が
県
の
主
要

ニ
ラ
産
地
で
あ
り
、
県
内
の
約
六
〇
%
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

現
在
一
六
〇
軒
超
の
農
家
が
J
A
を
通
し
て
出
荷
し
て
お
り
、

う
ち
四
割
の
農
家
に
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
で
は
、
周
年
で
作
業
受
託

を
行
っ
て
お
り
、
常
時
十
数
名
の
従
業
員
に
活
躍
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

⑵
設
備
概
要

　

ニ
ラ
の
出
荷
調
整
処
理
ラ
イ
ン
は
、
主
に
①
そ
ぐ
り
機
、

②
計
量
装
置
、
③
結
束
機
か
ら
成
っ
て
お
り
、
現
在
四
ラ
イ

ン
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
そ
ぐ
り
機
と
は
、
水
と
風
圧
で
ニ

ラ
の
外
側
に
あ
る
古
い
葉
や
枯
れ
た
葉
な
ど
を
除
去
す
る
機

械
で
す
。
そ
ぐ
り
機
で
不
要
葉
を
除
去
し
、
一
〇
〇
g
／
束

に
計
量
し
た
後
、
結
束
機
で
農
家
名
が
印
字
さ
れ
た
テ
ー
プ

で
結
束
し
て
お
り
、
ニ
ラ
の
状
態
に
合
わ
せ
て
三
〜
四
人
／

ラ
イ
ン
で
作
業
を
行
い
ま
す
。

⑶
処
理
作
業
概
要

　

高
知
県
は
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
た
ニ
ラ
の
周
年
栽
培
が

可
能
で
す
が
、
特
に
三
月
〜
六
月
は
生
産
量
が
多
く
、
最
盛

期
で
は
日
量
一
・
五
〜
一
・
七
ト
ン
程
度
の
処
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
民
間
企
業
が
J
A
と
協
力
し
て
ニ
ラ
専
門
の
出
荷
調

整
施
設
を
設
置
し
た
の
は
全
国
初
で
あ
り
、
企
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
た
作
業
効
率
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
季
節
毎
、

農
家
毎
に
ニ
ラ
の
品
質
や
状
態
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
か
ら
、

機
械
の
設
定
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
制
を
都
度
変
更
し
、
最

適
な
効
率
化
や
品
質
の
平
準
化
が
出
来
る
よ
う
に
詳
細
な

デ
ー
タ
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑷
人
材
不
足
の
解
消
・
作
業
負
担
の
軽
減

　

そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
り
、
農
家
の
そ
ぐ
り
作
業

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
空
き
時
間
を
活
用
し
た
き
め
細
や
か

な
栽
培
管
理
の
実
施
や
作
付
面
積
の
拡
大
に
時
間
・
労
力
を

割
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
は
、
農
家

が
収
穫
し
た
ニ
ラ
を
持
ち
込
む
だ
け
で
、
そ
の
後
の
J
A
出

荷
ま
で
の
作
業
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

⑸
農
家
の
所
得
向
上

　

本
事
業
を
J
A
と
協
働
で
進
め
る
こ
と
で
、
ニ
ラ
の
品
質

管
理
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
々
品
質
が
変

化
す
る
中
、
作
業
方
法
を
J
A
と
協
議
し
な
が
ら
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
決
定
す
る
こ
と
で
、
ニ
ラ
の
等
級
が
一
階
級
、
歩
留

が
一
〇
％
程
度
向
上
し
、
農
家
の
所
得
向
上
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。そ

ぐ
り
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ
る

地
域
・
現
場
の
変
化

⑴
出
荷
量
維
持
が
困
難
な
農
家
の
出
荷
調
整
作
業
を
代
行

　

そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
ぐ
り
手
の
離
職
等
で
出
荷
量

維
持
が
困
難
な
農
家
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
出
荷
調

整
作
業
を
代
行
し
て
い
ま
す
が
、
対
象
外
と
し
て
い
た
遠
隔

地
か
ら
の
委
託
希
望
も
増
加
し
て
お
り
、
随
時
受
託
エ
リ
ア

や
処
理
量
を
拡
大
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
個
人
出
荷
が
困
難
な
中

山
間
地
域
で
は
、
J
A
協
力
の
も
と
で
定
温
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
野
菜
輸
送
便
の
運
航
を
開
始
し
て
お
り
、
県
が
課
題
と
し

て
挙
げ
る
中
山
間
地
域
に
お
け
る
営
農
の
一
助
と
な
っ
て
い

ま
す
。

⑵
刈
り
捨
て
て
い
た
ニ
ラ
の
商
品
化

　

こ
れ
ま
で
人
手
不
足
に
よ
り
出
荷
で
き
ず
に
刈
り
捨
て
て

い
た
（
出
荷
で
き
な
か
っ
た
）
ニ
ラ
を
、
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー

で
処
理
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
そ
ぐ
り
セ
ン

タ
ー
だ
け
で
約
六
〇
ト
ン
／
年
の
ニ
ラ
を
商
品
化
し
て
流
通

し
ま
し
た
（
二
〇
二
二
年
度
実
績
、
受
託
量
の
約
三
〇
%
）。

こ
れ
に
よ
り
農
家
の
所
得
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

⑶
地
域
雇
用
の
創
出

　

こ
れ
ま
で
に
正
社
員
・
パ
ー
ト
従
業
員
を
合
わ
せ
て
延
べ

三
五
人
の
雇
用
を
創
出
し
ま
し
た
（
令
和
六
年
三
月
末
時
）。

そぐり設備と作業の概要

市
の
福
祉
事
務
所
や
障
害
者
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連

携
し
、
農
福
連
携
を
視
野
に
入
れ
た
人
材
活
用
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
雇
用
経
験
を
活
か
し
、
地
域
と
連
携

し
た
雇
用
を
更
に
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

⑷
耕
作
面
積
を
拡
大
す
る
農
家
の
出
現

　

そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
利
用
に
よ
り
農
家
が
出
荷
調
整
作
業

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
耕
作
面
積
の
拡
大
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
農
家
も
出
て
き
ま
し
た
。
県
内
で
は
高
齢
に
よ
り
離
農
す

る
方
が
年
々
増
え
、
そ
の
農
地
を
借
り
受
け
て
規
模
拡
大
す

る
農
家
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
県
内
で
は
ニ
ラ
の
生

産
者
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、
生
産
量
は
横
ば
い
傾
向
に
あ

り
、
微
力
な
が
ら
地
域
の
生
産
量
維
持
の
一
助
と
な
っ
て
い

ま
す
。

⑸
新
規
就
農
者
・
転
作
農
家
が
ニ
ラ
栽
培
を
選
択
可
能
に
！

　

こ
れ
ま
で
県
内
外
か
ら
の
新
規
就
農
者
、
転
作
農
家
で
は

そ
ぐ
り
手
の
確
保
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
ニ
ラ
の
生
産
に
踏
み

出
せ
な
い
方
が
多
数
い
ま
し
た
。
当
該
地
域
で
は
ニ
ラ
が
高

収
益
作
物
で
あ
り
、
他
の
作
物
か
ら
の
品
目
転
換
を
希
望
す

る
農
家
が
多
く
、
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
て
か
ら
は
、

新
規
就
農
者
と
併
せ
て
数
件
の
農
家
が
ニ
ラ
生
産
に
参
入
し

て
い
ま
す
。

⑹
ニ
ラ
以
外
の
品
目
へ
の
新
た
な
展
開

　

地
域
で
は
ニ
ラ
以
外
の
作
物
で
も
労
働
力
不
足
に
悩
む

同
様
の
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
県
の
農
業
振
興

部
や
J
A
等
と
課
題

の
抽
出
を
行
い
な
が

ら
、
様
々
な
品
目
に

つ
い
て
地
域
と
の
新

た
な
協
業
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
膨

大
な
農
業
残
渣
の
処

理
も
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
高
知
県
内
で

も
農
業
残
渣
の
処
理

や
有
効
活
用
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
知
県
に
と
ど
ま
ら

ず
、
様
々
な
地
域
と

の
連
携
も
視
野
に
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

⑺
地
域
へ
の
教
育
・
広
報
活
動

　

地
域
を
代
表
す
る
ニ
ラ
生
産
は
、
小
学
校
の
社
会
科
学
習

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
は
地
域

の
J
A
と
共
同
で
小
学
生
の
社
会
科
見
学
対
応
を
行
っ
て
お

り
、
地
域
の
産
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
教
材
と
し
て
施
設

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
元
で
有
名
な
ユ
ー
チ
ュ
ー

バ
ー
が
出
演
す
る
農
業
番
組
や
全
国
ネ
ッ
ト
の
経
済
番
組
で

T
V
取
材
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
県
内
外
に
高
知

県
の
農
業
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に

〜
地
域
の
課
題
解
決
へ
最
初
の
一
歩
〜

　

当
社
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
ニ
ラ
の
出
荷
調
整
事
業
に

つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ミ
ズ
・
ア
グ
リ

プ
ラ
ス
㈱
が
高
知
県
で
事
業
を
開
始
し
て
以
降
、
県
内
の
各

種
団
体
や
農
家
さ
ん
か
ら
様
々
な
意
見
を
頂
戴
し
、
少
し
ず

つ
地
域
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
令
和
四
年

度
に
は
地
域
産
業
の
維
持
・
活
性
化
に
資
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、「
第
三
七
回
高
知
県
地
場
産
業
奨
励
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

ま
た
S
D
G
s
と
い
う
視
点
で
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
社
会
的
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
同
社
が
令
和
五

年
度
に
県
が
推
進
す
る
「
こ
う
ち
S
D
G
s
推
進
企
業
」
と

し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、

地
域
を
活
性
化
す
る
事
業
者
と
し
て
着
実
に
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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